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小中学校のエアコン工事費・ふるさと納税など議論
平成 30 年度一般会計補正予算（第４号）　　　　　

全会一致

可決

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
電
気
式
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
方
式
）

と
ガ
ス
式
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
方
式
）
と

の
コ
ス
ト
の
比
較
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

コ
ス
ト
試
算
は
全
校
一
括
で
試

算
し
た
場
合
、
ガ
ス
式
の
コ
ス

ト
が
高
く
、
維
持
管
理
を
考
え

れ
ば
電
気
式
の
方
が
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
経
費
が
少
な
く
て
済
む
こ

と
か
ら
、
電
気
式
と
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対

策
に
必
要
な
修
繕
内
容
は
何
か
。

１
Ｆ
、
２
Ｆ
ト
イ
レ
土
間
排
水

ト
ラ
ッ
プ
修
繕
、
２
Ｆ
ト
イ
レ

換
気
扇
交
換
、
タ
イ
ル
剥
が
れ
、

１
Ｆ
ト
イ
レ
の
タ
イ
ル
修
繕
の

４
件
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
設
置

に
つ
い
て
は
、
団
地
な
ど
の
開

発
で
掲
示
板
の
設
置
数
が
増
え

る
の
か
。

設
置
に
関
す
る
規
則
が
あ
り
、

本
町
の
面
積
で
は
現
行
の
68
カ

所
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
率
は
３

割
以
下
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
返
礼
率
は
全
て
３
割
以

下
に
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
偽
サ
イ
ト
へ

の
対
策
は
ど
う
か
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
直
接
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
ペ
ー
ジ
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
よ
う
周
知
し
て
い

る
。

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
補

助
金
で
町
民
提
案
事
業
の
５
件

の
内
容
は
何
か
。

30
年
度
が
長
与
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ま
つ
り
、
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
の
２
件
。
31
年
度
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
高

田
、
長
与
プ
ラ
ー
ム
混
声
合
唱
団

演
奏
会
、
西
高
田
敬
老
会
の
歌
謡

シ
ョ
ー
の
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

問

問

問 問答

答

答 答

　

30
年
第
４
回
定
例
会
を
12
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
30
年
度
一

般
会
計
に
７
億
９
９
８
５
万
円
２
千
円
を
追
加
補
正
し
、
一
般
会
計
総
額
を
１
３
２
億
５
１
６
０
万

円
と
す
る
な
ど
、
町
提
出
の
８
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

エ

ア

コ

ン

選
　
　
　
　
　
挙

町

制

50

周

年

ふ

る

さ

と

納

税

老

朽

対

策

問問 答答

こ
れ
ま
で
、
議
員
と
３
役
（
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
）
は
一
緒
に
上
程

さ
れ
て
き
た
。
今
回
、
一
緒
に
議
案

を
提
出
す
る
考
え
は
無
か
っ
た
の
か
。

町
長
の
判
断
に
よ
っ
て
提
案
し
な

か
っ
た
。
将
来
の
財
政
面
を
考
慮
し

た
部
分
も
あ
る
。

議
員
の
期
末
手
当
の
年
間
の
総
支
給
割
合

を
０
・
２
月
分
引
き
上
げ
、
特
別
職
の
国
家

公
務
員
と
同
率
に
す
る
提
案
で
す
。

問答

長
与
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正

全会一致

否決

ふるさと納税　人気の返礼品

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
７
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
40
億

３
６
７
２
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
各
繰
入
金
の
額
の
確
定
に
よ

る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

全会一致

可決
人
事
異
動
と
人
事
院
勧
告
に
伴
う

職
員
給
与
の
増
額
に
よ
り
、
既
定

予
算
に
４
１
０
万
９
千
円
増
額
し

ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

全会一致

可決
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●
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
改
正

地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
・
介

護
予
防
の
た
め
に
、
支
え
あ
い

「
な
が
よ
」
推
進
協
議
体
を
設
置

し
、
そ
の
委
員
の
報
酬
額
を
規

定
す
る
も
の
で
す
。

●
長
与
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
民
間
給

与
と
の
較
差
を
埋
め
る
た
め
、
報

酬
額
な
ど
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

吉
無
田
郷
の
池
山
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
字
を
再
編
す
る

も
の
で
す
。

そ
の
他
の
議
案

も
慎
重
審
査

提
案
区
分

議　　　　　　案

審
議
結
果

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

饗
庭
　
敦
子

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

分
部
　
和
弘

西
岡
　
克
之

岩
永
　
政
則

喜
々
津
英
世

山
口
憲
一
郎

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

内
村
　
博
法

執
　
　
行
　
　
機 

　
　
関

附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 否決 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ※
長与町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
字の区域の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成30年度長与町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成30年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成30年度長与町下水道事業会計補正予算(第１号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

○賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　－欠席
※ 議長は採決に加わらないため「※」で表示　
■ 棄権とは、議員自らの意思により表決に参加しないこと。
◆ 除斥とは、議員は直接の利害関係のある事件について、その議事に参与することができないこと。（地方自治法第 117 条）

３０年第４回定例会の議案および賛否

　
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
31
年
、
長
与
町
・
町
議
会
は
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
６
月
議
会
の
初
日
に
、
公
募
に
よ
る
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日
時

　
第
２
回
長
与
町
議
会
定
例
会
初
日
（
６
月
４
日
火
曜
日
を
予
定
）。

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時
15
分

○
出
演
者

　
音
楽
を
愛
好
さ
れ
、
歌
唱
・
楽
器
の
演
奏
が
で
き
る
団
体
、
個
人
。

　
ジ
ャ
ン
ル
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
演
奏
時
間
は
一
団
体
20
分
以
内
で
す
。

○
出
演
料

　
無
償
と
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
出
演
者
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
平
成
31
年
２
月
末
日
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
主
催
者
で
選
考
し
ま
す
）

　
議
会
の
許
可
を
得
た
場
合
は
出
演
者
の
活
動
等
の
広
報
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
た
だ
し
、
物
品
等
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局

　
直
通
電
話　
０
９
５

－

８
０
１

－

５
７
０
０

　

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　
０
９
５

－

８
８
７

－

２
１
４
４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
nagayo.jp

議
場
で 

　
　
　  

み
ま
せ
ん
か
！

演
　
奏

歌
っ
て

区画整理が進む池山地区（96 戸）

全会一致

可決



一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。

ながよ町議会だより　No.168 4

11人が問う

掲載ページ

一 般 質 問

質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議員も執行側も十分
な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内で要約したもので、原文を尊重して掲載しています。

会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区公民館、
上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。ご自宅のパソコンや
タブレットなどからもご覧になれます。

一 般 質 問

一般質問の記事

会 議 録 の 閲 覧

会議の中継・配信

５ 山　口　憲一郎 議員 ① 長与町公共施設等総合管理計画について

６ 吉　岡　清　彦 議員
① 建設産業部について
② 防災対策について
③ 教育行政について

７ 饗　庭　敦　子 議員
① 女性活躍社会の実現に向けてについて
② 本人通知制度について　

８ 岩　永　政　則 議員
① 高田南土地区画整理事業の一括施工の進捗状況と新図書館建設の着工見込みについて
② 長与町名誉町民について
③ 金婚記念の祝意について

９ 分　部　和　弘 議員 ① 良好な景観形成の対応について

10 安　部　　　都 議員
① 障害者政策と条例制定の充実について
② パートナーシップ制度について
③ 男女混合名簿について

11 西　岡　克　之 議員
① 本町の福祉政策について
② 道路行政について

12 浦　川　圭　一 議員
① 各児童館の運営体制の強化について
② 町職員の人事評価制度と男女共同参画計画との関連について
③ 定林橋に並行した人道橋の整備について

13 金　子　　　恵 議員
① 長与町が進める協働の在り方について
② 土地所有者不明問題について

14 河　野　龍　二 議員
① 交通環境の整備について
② 介護保険利用の住宅改修制度について
③ 公共施設管理箇所の草払いについて

15 堤　　　理　志 議員
① 教育環境の改善について
② 入学準備金の年度前支給について
③ 上長与公民館の入浴施設（いこいの場）について
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回答

■ 

議
員　

28
年
度
に
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
が
策
定
さ

れ
て
い
る
が
、
町
の
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
30
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
が
半
分
を
占
め

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
老
朽
化
の

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

■ 
町
長　
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
は
、
公
共
施
設
な
ど
の

建
設
年
度
や
利
用
状
況
、
修
繕
履

歴
を
整
理
し
、
現
状
と
課
題
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
公
共

施
設
の
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

29
年
度
の
調
査
で
は
、
早
急
に
供

用
を
停
止
す
べ
き
も
の
は
無
か
っ

た
。
し
か
し
、
経
年
劣
化
も
見
ら

れ
る
の
で
定
期
的
な
修
繕
・
改
修

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

公
共
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
配
置
は
適
正
か
。ま
た
、

保
有
量
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

町
民
一
人
当
た
り
の

保
有
量
に
つ
い
て
は
、
２
・
29
平

方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
全

国
平
均
や
県
内
の
自
治
体
よ
り
も

低
く
な
っ
て
い
る
。
同
規
模
自
治

体
と
の
比
較
に
お
い
て
、
過
剰
な

量
を
保
有
し
て
い
る
状
況
に
は
な

い
。
ま
た
、
行
政
区
域
が
コ
ン
パ

ク
ト
で
あ
る
た
め
、
各
施
設
と
も

生
活
圏
に
立
地
し
て
お
り
、
施
設

の
稼
働
率
が
高
く
、
お
お
む
ね
有

効
に
活
用
さ
れ
、
適
正
に
配
置
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

今
後
10
年
間
で
計
画

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
の
取

組
順
序
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

施
設
の
点
検
・
診
断

を
的
確
に
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
維
持
管
理
・
改
修
を
行
う
こ
と

で
、長
寿
命
化
を
図
る
。
さ
ら
に
、

劣
化
状
況
調
査
や
施
設
の
利
用
状

態
も
考
え
な
が
ら
、
庁
内
の
横
断

的
な
組
織
体
制
の
中
で
、
優
先
度

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

施
設
の
更
新
や
長
寿

命
化
に
は
相
当
な
財
源
が
必
要
と

な
る
が
、財
政
負
担
の
軽
減
化
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

長
期
的
な
視
点
を

も
っ
て
計
画
的
に
更
新
や
維
持
補

修
な
ど
を
行
い
、
財
政
負
担
の
軽

減
・
平
準
化
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
、

施
設
の
改
修
・
更
新
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
金
、
有
利
な
起
債
、
基

金
の
活
用
を
調
査
・
研
究
す
る
。

■ 

議
員　

計
画
の
実
施
に
当

た
っ
て
、
住
民
の
意
見
や
要
望
は

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の

か
。

■ 

町
長　

ま
ず
は
、
今
あ
る
施

設
を
可
能
な
限
り
長
く
使
っ
て
い

く
た
め
に
、
計
画
的
に
維
持
管
理

や
改
修
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る

課
題
で
あ
り
、
施
設
の
更
新
や
機

能
の
集
約
化
な
ど
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
や
住
民
と
の
議

論
の
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

町の公共施設　老朽化の現状は

経年劣化　修繕や改修が必要
山
やま

口
ぐち

憲
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

将来を見据えて更新・改修を
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う
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

自
治
会
な
ど
の
要
望

を
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

町
内
の
法
面
対
策
は

万
全
か
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
崖
対
策
は
ど
う
か
。

■ 
町
長　

各
地
区
で
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

崖
に
つ
い
て
は
、
異
常
は
認
め
ら

れ
な
い
。

■ 

議
員　

本
町
に
お
け
る
防
災

対
策
で
良
か
っ
た
点
、
ま
た
、
改

■ 

議
員　

建
設
産
業
部
の
誇
れ

る
政
策
は
何
か
。

■ 

町
長　

安
全
・
安
心
の
面
か

ら
は
、
自
然
災
害
の
発
生
に
対
し

て
、
各
種
警
報
の
発
令
時
に
職
員

が
待
機
し
、警
戒
に
あ
た
る
ほ
か
、

応
急
措
置
や
復
旧
対
応
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
「
秩
序
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
住

民
環
境
の
整
備
」
を
推
進
し
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
柑
橘
の
品
質
向

上
策
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
商
工

関
係
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
支

援
策
な
ど
、
町
民
の
生
活
利
便
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■ 

議
員　

人
生
１
０
０
年
時
代

に
入
り
公
園
の
重
要
性
も
増
し
て

い
る
。「
東
屋
」
を
設
置
し
て
、

住
民
の
健
幸
対
策
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

健
康
づ
く
り
と
し
て

「
東
屋
」
の
み
な
ら
ず
、
健
康
遊

具
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

歩
道
の
拡
幅
も
高
齢

者
な
ど
の
対
策
と
し
て
必
要
と
思

善
す
べ
き
点
は
な
に
か
。

■ 

町
長　

住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
導
入
に
よ
り
受
信
か

ら
自
動
起
動
ま
で
の
処
理
時
間
の

大
幅
な
短
縮
が
図
ら
れ
た
。
夜
半

に
お
け
る
体
制
づ
く
り
が
課
題
で

あ
る
。

■ 

議
員　

長
与
川
の
左
岸
側
に

大
規
模
な
避
難
場
所
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

■ 

総
務
部
理
事　

北
陽
台
高
校

な
ど
の
避
難
場
所
が
あ
る
。

■ 

議
員　

民
有
地
同
士
の
災
害

発
生
時
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

被
害
拡
大
の
応
急
対

応
と
し
て
、
行
政
や
消
防
団
に
よ

る
対
応
が
あ
る
。

■ 

議
員　

学
校
の
い
じ
め
問
題

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■ 
教
育
長　

件
数
は
増
加
し
て

い
る
。
対
策
と
し
て
、早
期
発
見
、

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■ 

議
員　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
は
冷
暖
房
兼
用
な
の
か
。

■ 

教
育
長　

冷
暖
房
兼
用
で
あ

る
。

■ 

議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
取
組
は
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

課
題
も
残
っ
て
い

る
が
、32
年
４
月
よ
り
導
入
す
る
。

■ 

議
員　
上
長
与
公
民
館
の
風
呂

の
あ
り
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■ 

教
育
長　

廃
止
し
、
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
、
広
く
利
用
し
て

も
ら
う
。

■ 

議
員　

総
合
教
育
会
議
の
意

見
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る

の
か
。

■ 

教
育
長　

町
長
と
意
思
疎
通

を
図
り
教
育
行
政
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

健
けんこう
幸に向けて公園に東

あずまや
屋の設置を

東屋や健康遊具などを検討する この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。吉

よし

岡
おか

　清
きよ

彦
ひこ

 議員

答 問
防
災
対
策
で

よ
い
点
は
な
に
か

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
導
入
で
の

早
期
発
信

答 問
増
大
す
る
い
じ
め
問
題

の
対
策
は

早
期
発
見
や
解
消
に

向
け
て
取
り
組
む

公

園

に

東

屋

を

「健幸」につながる東屋が各公園にほしいなぁ

「いじめ多発」学校・家族で話し合ってみよう
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■ 

議
員　

28
年
12
月
の
同
僚
議

員
の
答
弁
と
同
じ
だ
が
、
検
討
の

結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

住
民
環
境
課
長　

課
内
で
会

議
を
開
き
、
導
入
に
向
け
た
動
き

が
で
き
る
よ
う
な
要
綱
案
な
ど
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
国
の
状
況

に
よ
る
。

■ 

議
員　

九
州
で
は
福
岡
県
、

佐
賀
県
、
大
分
県
が
全
市
町
に
、

長
崎
市
は
28
年
か
ら
導
入
し
て
い

る
。
法
改
正
が
な
い
こ
と
が
導
入

し
な
い
理
由
に
な
ら
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

国
が
制
度
と
し
て
進

め
て
い
く
事
が
必
要
。
し
か
し
、

流
れ
は
変
っ
て
き
て
い
る
の
で
考

え
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

女
性
が
働
き
や
す
い

環
境
整
備
を
図
る
に
は
、
中
小
企

業
の
状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い
く

か
、
育
休
対
応
な
ど
、
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
の
環
境
整

備
、
希
望
の
保
育
所
に
入
れ
な
い

現
状
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
保

育
所
の
利
用
時
間
と
勤
務
時
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か

な
ど
課
題
は
山
積
だ
。
女
性
活
躍

に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
。

■ 

町
長　

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、地
域
活
動
へ
の
広
報
、

啓
発
や
子
育
て
、
生
涯
学
習
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

審
議
会
へ
の
女
性
登

用
率
が
29
年
４
月
１
日
時
点
で
は

32
・
５
％
、
32
年
度
に
40
％
と
の

目
標
だ
が
到
達
で
き
る
の
か
。

■ 

政
策
企
画
課
長　

目
標
に
近

づ
く
よ
う
に
努
力
す
る
。

■ 

議
員　

11
月
に
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
で
パ
ー
プ

ル
リ
ボ
ン
の
活
動
が
あ
っ
た
が
、

も
っ
と
町
民
に
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

課
長　

パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
周

知
、
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

■ 

議
員　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
活

動
も
赤
い
羽
根
と
同
じ
よ
う
に
配

布
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

課
長　

具
体
的
な
取
組
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

■ 

議
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

学
童
利
用
者
は
全
体
の
何
％
か
。

■ 

こ
ど
も
政
策
課
長　

30
年
度

の
登
録
児
童
数
が
４
３
５
人
で
、

18
・
５
％
だ
。

■ 

議
員　

希
望
す
る
と
ど
こ
で

も
利
用
で
き
る
の
か
。

■ 

課
長　

お
お
む
ね
学
校
区
ご

と
に
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
が
多

い
場
合
は
空
い
て
い
る
所
を
案
内

し
て
い
る
。

■ 

議
員　
31
年
10
月
か
ら
幼
児
教

育
、
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
で
、
希
望
者
が
増
え
る
と

思
う
が
、
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

■ 

課
長　
妊
娠
届
時
の
相
談
は
増

え
て
い
る
が
、
31
年
度
の
希
望
受

付
は
昨
年
並
み
で
あ
る
。
特
別
な

対
策
は
考
え
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

本
人
通
知
制
度
は
、
不

正
取
得
に
よ
る
詐
欺
や
犯
罪
か
ら
町

民
を
守
る
た
め
に
重
要
と
考
え
る
。

町
で
導
入
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

■ 
町
長　
十
分
検
討
し
、
今
後
導

入
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
。

２
年
前
と
同
じ
答
弁

答 問
※
本
人
通
知
制
度
を

導
入
せ
よ

十
分
検
討
し

導
入
す
る
か
を
判
断

その個性と能力を十分に発揮できる社会を実現しよう！

長与町も導入して不正請求
不正取得を抑止しましょう

女性が働きやすい環境整備を

子育て　生涯学習など支援する
饗
あい

庭
ば

　敦
あつ

子
こ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

保
育
の
無
償
化
実
施

※
本
人
通
知
制
度

住
民
票
の
写
し
等
を
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
希
望
す
る

本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
。
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■ 

議
員　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
県
に
委
託
以
来
32
年

間
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
の
毎
年
度
発
注
方
式
を
、
31

年
度
に
一
括
し
て
発
注
す
る
方
式

に
変
更
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
て

い
た
。
一
括
施
工
の
手
続
き
状
況

と
国
費
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

■ 
町
長　

一
括
施
工
の
発
注
者

と
な
る
長
崎
県
に
お
い
て
、
入
札

契
約
事
務
の
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
国
費
確
保
に
つ

い
て
は
、
国
な
ど
に
要
望
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

い
つ
頃
一
括
発
注
で

き
る
の
か
。

の
着
工
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か
。
ま
た
建
設
場
所
は
ど
こ
な
の

か
。

■ 

町
長　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
の
造
成
工
事
の
完
了
予
定

（
36
年
度
末
）
後
に
着
工
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
建
設
場
所
は
北

陽
台
団
地
内
を
想
定
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

28
年
に
購
入
し
た
北

陽
台
団
地
内
の
用
地
は
、
約
８
千

平
方
メ
ー
ト
ル
。
高
台
に
図
書
館

が
必
要
な
の
か
と
町
民
の
間
か
ら

も
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
用
地
で
は

な
く
現
在
の
図
書
館
・
長
与
町
公

民
館
の
あ
る
位
置
に
建
設
す
る
よ

う
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

現
在
の
位
置
に
建
設

す
る
考
え
は
な
い
。

■ 

議
員　

本
町
の
名
誉
町
民
条

例
は
昭
和
48
年
制
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
条
例
は
町
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
そ
の
他
各
般
に

わ
た
っ
て
町
政
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
方
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈

る
も
の
で
あ
る
。
町
長
は
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

真
に
名
誉
な
こ
と
で

あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

町
長
就
任
後
６
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
称

号
の
付
与
を
検
討
し
な
か
っ
た
の

か
。

■ 

町
長　

過
去
か
ら
輝
か
し
い

功
績
の
方
が
い
た
と
思
う
。
対
象

者
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
検
討
に

至
っ
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

結
婚
50
年
目
は
金
婚

式
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
村
市
な

ど
が
実
施
し
て
い
る
金
婚
を
記
念

し
祝
意
を
表
す
制
度
を
発
足
す
る

考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

祝
福
に
値
す
る
。
金

婚
記
念
の
祝
意
を
実
施
す
る
と
し

た
場
合
、
対
象
夫
婦
の
把
握
が
困

難
で
あ
り
実
施
は
難
し
い
。

答 問
名
誉
町
民

検
討
し
な
か
っ
た
の
か

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

感
じ
て
い
る

答 問
結
婚
50
年
目
の

金
婚
式
に
祝
意
を

把
握
が
困
難
で

実
施
は
難
し
い

高田南土地区画整理事業のめどは

36年度末をめどとしている
岩
いわなが

永　政
まさのり

則 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

図
書
館
の
着
工
時
期

■ 

町
長　

31
年
度
中
の
契
約
締

結
を
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

こ
の
区
画
整
理
事
業

は
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
一
定
の
め

ど
が
つ
く
の
か
。

■ 

町
長　

具
体
的
な
時
期
と
し

て
は
一
括
施
工
に
よ
る
造
成
工
事

の
完
了
時
期
を
、
36
年
度
末
頃
を

予
定
し
て
お
り
、こ
の
時
期
が「
一

定
の
め
ど
」
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

■ 

議
員　

町
長
は
新
図
書
館
建

設
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
高
田
南

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
、
一
定

の
め
ど
が
つ
い
た
ら
着
手
す
る
と

答
弁
し
て
い
る
。
新
図
書
館
建
設

いまだ放置・さらに放置　活用は 36 年度以降
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力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
国
道
２
０
７
号

の
整
備
促
進
に
努
め
、「
長
与
シ
ー

サ
イ
ド
ス
ト
リ
ー
ト
」
で
は
、
大

村
湾
を
１
周
す
る
自
転
車
イ
ベ
ン

ト
「
大
村
湾
Ｚ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
ラ
イ

ド
」
を
流
域
市
町
連
携
の
も
と
開

催
し
、
本
町
に
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
休
憩
所
）
を
設
け
、
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地

元
産
品
を
提
供
す
る
な
ど
町
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

■ 

議
員　

屋
外
広
告
物
対
策
の

状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

長
崎
県
屋
外
広
告
物

条
例
に
よ
り
、
良
好
な
広
告
景
観

の
形
成
を
進
め
る
た
め
、
必
要
な

規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
県
と
共
同
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
情
報
を
共
有
し
、

良
好
な
広
告
景
観
と
な
る
よ
う
対

策
を
推
進
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、「
高
田
小
学
校
線
」
や
現
在

施
工
中
の
「
西
高
田
線
」
の
歩
道

部
に
つ
い
て
、
段
差
の
少
な
い
セ

ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
歩
道
の
採
用
や
、

視
覚
障
害
用
誘
導
表
示
の
設
置
を

行
っ
て
い
る
。
公
園
に
つ
い
て

は
、
高
田
越
ト
ン
ネ
ル
上
の
「
さ

く
ら
野
公
園
」
や
28
年
度
に
改
修

し
た
「
百
合
野
児
童
公
園
」
に
、

園
路
の
段
差
解
消
や
多
目
的
ト
イ

レ
・
健
康
遊
具
の
設
置
な
ど
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

公
共
施
設
の
緑
化
推

進
や
デ
ザ
イ
ン
性
向
上
の
状
況
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

緑
化
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
主
体
に
よ
る
「
植
樹
祭
」

や
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
小
学

生
や
自
治
会
、
老
人
会
な
ど
各
種

団
体
の
協
力
の
も
と
定
期
的
に
開

催
し
、
各
公
共
施
設
・
公
園
や
道

路
な
ど
で
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
29
年
度
に
供
用
し

た
「
長
与
中
央
橋
」
の
建
設
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
欄
干
を
導
入

す
る
な
ど
、
周
辺
環
境
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

民
間
建
築
物
の
景
観

へ
の
配
慮
状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　
県
の
定
め
る
規
制
・
誘

導
以
外
に
も
、
百
合
野
団
地
の
一

部
・
長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
部
・

榎
の
鼻
地
区
に
お
い
て
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
の
実

情
に
合
っ
た
き
め
細
か
い
規
制
を

行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

自
然
環
境
と
調
和
し

た
美
し
い
景
観
形
成
の
状
況
と
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

主
な
景
観
形
成
基
準

は
、
景
観
に
配
慮
し
た
建
物
の
配

置
、
自
然
環
境
お
よ
び
周
辺
の
ま

ち
な
み
に
調
和
し
た
建
物
の
デ
ザ

イ
ン
、
色
彩
の
制
限
、
外
構
な
ど

の
緑
化
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
規
制
、
誘
導
を
行
う
こ

と
で
、
良
好
な
自
然
環
境
な
ど
を

保
全
し
、
生
活
環
境
や
地
域
の
魅

自然と調和した美しい景観形成は

規制誘導で良好な自然環境を保全
分
わけ

部
べ

　和
かず

弘
ひろ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

屋
外
広
告
物
対
策
は

緑
化
推
進
の
状
況
は

古きよき長与の景観は
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度
の
雇
用
率
は
、
２
・
67
％
で
法

定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

■ 

議
員　
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
の
周
知
状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

本
法
律
は
全
て
の
国

民
が
障
害
の
有
無
に
分
け
隔
て
る

こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
28
年
４
月

に
施
行
。
町
内
の
各
小
中
学
校
や

民
生
委
員
な
ど
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
で
啓
発
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

職
員
へ
は
「
長
与
町
に
お
け
る
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
対
応
要
領
」
を
策

定
し
適
切
な
対
応
と
合
理
的
配
慮

に
努
め
て
い
る
。

■ 

議
員　

手
話
言
語
条
例
の
検

討
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

手
話
に
関
す
る
事
業

は
、
専
任
手
話
通
訳
者
の
設
置
、

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催
、

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

は
、
延
べ
１
２
８
９
人
が
受
講
し

た
。
手
話
言
語
条
例
は
、
23
年
の

改
正
障
害
者
基
本
法
に
よ
り
、
手

話
が
言
語
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
す
で
に
制
定

済
み
の
自
治
体
か
ら
情
報
収
集
を

行
い
、
研
究
を
進
め
た
う
え
で
、

検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

町
の
障
害
者
雇
用
の

こ
れ
ま
で
の
状
況
や
現
状
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

障
害
者
の
雇
用
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に

規
定
さ
れ
る
法
定
雇
用
率
の
達
成

を
念
頭
に
置
き
、
職
員
採
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
非
常
勤
職
員
を

全
体
の
職
員
数
に
算
入
す
る
こ
と

を
失
念
し
て
い
た
た
め
、
障
害
者

雇
用
率
の
修
正
を
行
っ
た
。
30
年

■ 

議
員　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
の
検
討
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

公
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
無
く
し
、
社
会
で
の
適
切
な

理
解
が
促
進
さ
れ
る
と
期
待
す

る
。
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
す
る
。
全
国
で
現
在
、
９

つ
の
自
治
体
が
導
入
し
、
さ
ら
に

長
崎
市
と
い
く
つ
か
の
自
治
体
が

導
入
を
決
定
し
て
い
る
。
国
も
法

制
化
の
動
き
が
あ
る
よ
う
な
の

で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

男
女
混
合
名
簿
導
入

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

■ 
教
育
長　

長
与
町
立
小
中
学

校
で
は
、
現
在
、
男
女
別
名
簿
を

使
用
し
て
い
る
。
名
簿
は
、
学
校

の
校
務
を
進
め
て
い
く
上
で
の
シ

ス
テ
ム
上
の
区
別
だ
。
進
学
に
係

る
進
路
事
務
な
ど
男
女
別
名
簿
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

■ 

議
員　

性
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

子
ど
も
た
ち
は
、
割
合
と
し
て
、

ク
ラ
ス
に
３
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
心
の
生
き
づ
ら
さ
を
取
り

除
く
の
が
行
政
の
役
目
だ
。
検
討

を
し
た
ら
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

男
女
別
名
簿
を
今

後
も
使
用
す
る
予
定
だ
。

障
害
者
雇
用
状
況
は

早期に手話言語条例制定を

研究を進めたうえで検討する
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
男
女
混
合

名
簿
導
入
を
急
げ

男
女
別
名
簿
を

今
後
も
使
用

手話言語条例 早く制定して～

答 問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
は

国
の
動
向
を

注
視
し
考
え
る

性マイノリティの方が生きやすい社会を！
（出典：電通ダイバーシティラボ「ＬＧＢＴ調査 2015」）

１
６
７
号
の
安
部
議
員
の
一
般
質

問
記
事
に
て
、
用
語
の
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

×
子
ど
も
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

×
生
活
支
援
相
談
員

○
相
談
支
援
事
業
者
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■ 

議
員　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
乳
幼
児
を
は
じ
め
、
子
ど

も
に
多
い
急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起

こ
す
感
染
症
の
原
因
菌
で
、
生
後

２
～
３
カ
月
に
か
け
て
最
も
多
く

発
生
す
る
よ
う
だ
。
他
の
ウ
イ
ル

ス
性
胃
腸
炎
に
比
べ
て
下
痢
や
嘔

吐
の
症
状
が
激
し
い
こ
と
が
多
く

入
院
が
必
要
な
小
児
急
性
胃
腸
炎

の
原
因
の
50
％
を
占
め
る
と
さ
れ

て
い
る
。
成
人
に
も
感
染
す
る
が

軽
症
で
済
む
よ
う
だ
。
感
染
後
に

は
免
疫
は
不
完
全
で
ま
た
感
染
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
二
度
目
は
軽

症
で
済
む
よ
う
だ
。
幼
児
が
感
染

す
る
と
脱
水
症
状
も
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
、
点
滴
治
療
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
様
な
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、

接
種
し
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
時
津
町
で
も
接
種
に
対
し
補

助
を
予
定
し
て
い
る
。
本
町
で
も

補
助
が
で
き
な
い
か
。

■ 

町
長　

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

は
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お

り
、
科
学
的
根
拠
を
基
に
定
期
接

種
か
任
意
接
種
に
す
る
か
検
討
し

て
い
る
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
も
検
討

対
象
ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
現
在
定
期

接
種
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
保

育
園
、
こ
ど
も
園
な
ど
集
団
生
活

す
る
場
所
で
多
く
発
生
し
て
い

る
。
幼
児
だ
け
で
も
補
助
対
象
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

■ 

町
長　
本
町
と
し
て
は
、
そ
の

よ
う
な
場
所
で
過
ご
す
保
護
者
の

方
に
は
任
意
接
種
と
し
て
情
報
提

供
を
し
て
い
る
。
も
う
し
ば
ら
く
国

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

■ 

議
員　

国
道
２
０
７
号
線
は

本
町
唯
一
の
国
道
で
あ
る
。
眼
下

に
は
波
静
か
な
大
村
湾
を
見
降
ろ

せ
、
風
光
明
媚
な
場
所
も
あ
る
。

観
光
促
進
の
観
点
か
ら
も
早
期
整

備
が
望
ま
し
い
。
現
在
拡
幅
整
備

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
塩
床
バ
ス

停
先
付
近
で
工
事
が
止
ま
っ
て
い

る
。
先
線
の
工
事
に
つ
い
て
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

■ 
町
長　

一
部
狭
い
箇
所
は
、

今
年
度
県
予
算
で
拡
幅
工
事
を
行

う
。
２
０
７
号
線
は
県
管
理
の
国

道
で
あ
り
、
工
事
、
計
画
に
つ
い

て
も
県
の
管
理
下
に
あ
る
。
し
か

し
、
本
町
と
し
て
も
本
線
は
、
観

光
目
的
、
緊
急
時
の
迂
回
路
、
さ

ら
に
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
柑

橘
類
の
搬
送
路
で
あ
り
必
要
不
可

欠
な
道
路
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め

長
崎
県
、
佐
賀
県
の
２
市
５
町
で

構
成
す
る
「
国
道
２
０
７
号
改
良

促
進
期
成
同
盟
会
」
を
通
じ
本
町

内
の
未
整
備
区
間
の
早
期
完
成
を

要
望
し
て
い
く
。
町
内
で
も
住
民

の
盛
り
上
が
り
で
期
成
会
が
で
き

な
い
か
期
待
し
て
い
る
。

乳幼児にロタウイルス予防補助を

国の方針を注視していく
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
国
道
２
０
７
号
の

早
期
完
成
を

期
成
同
盟
会
を

通
じ
要
望
し
て
い
く

早く、広くしてね国道

早めの補助実現してね
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女
共
同
参
画
計
画
の
中
で
指
導
的

地
位
に
あ
る
女
性
の
割
合
20
％
を

目
指
し
た
も
の
を
参
考
に
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

国
の
示
す
目
標
は
男

女
の
職
員
構
成
比
を
考
慮
し
た
も

の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
現

実
女
性
が
４
割
近
く
い
て
、
管
理

職
登
用
は
２
割
を
目
指
す
と
す
れ

ば
、
女
性
の
登
用
を
抑
え
て
、
そ

の
分
男
性
を
多
く
登
用
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
性
別
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
本
人
の
能
力
に

基
づ
き
公
平
に
登
用
す
る
こ
と
と

す
る
目
標
が
あ
れ
ば
、
あ
え
て

20
％
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

■ 

総
務
部
長　

男
女
共
同
参
画

計
画
を
作
成
す
る
中
で
数
値
目
標

の
設
定
が
必
要
と
の
意
見
が
あ

り
、
国
が
定
め
る
20
％
で
設
定
し

た
。

■ 
議
員　

人
道
橋
の
整
備
に
つ

い
て
の
現
状
で
の
取
組
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

来
年
度
着
手
に
向
け

県
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

以
前
よ
り
こ
の
橋
に

つ
い
て
は
前
向
き
な
答
弁
が
さ
れ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
実
施
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
来
年
度
の
予
算

に
計
上
す
る
の
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

来
年
度
予

算
で
設
計
を
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■ 

議
員　

事
業
は
何
年
で
完
成

を
目
指
す
の
か
。

■ 

課
長　

現
在
の
計
画
で
は
、

来
年
度
で
設
計
、
再
来
年
度
で
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

４
月
よ
り
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
各
児
童
館

で
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
利
用
者

が
増
加
し
て
い
る
と
予
測
す
る

が
、
児
童
館
側
の
運
営
体
制
の
強

化
は
で
き
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

年
度
当
初
よ
り
、
状

況
に
合
わ
せ
て
パ
ー
ト
を
増
員
し

て
対
応
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
数
値
的
に
は
来
館
者
の
数
は

大
き
く
伸
び
て
は
い
な
い
が
、
業

務
が
多
岐
に
わ
た
り
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
十
分
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
く
。

■ 

議
員　

パ
ー
ト
の
雇
い
方
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

■ 

こ
ど
も
政
策
課
長　

予
定
し

た
事
業
等
が
あ
る
と
き
に
依
頼
を

し
て
い
る
。

■ 

議
員　

時
津
町
で
運
営
体
制

を
聞
い
て
き
た
が
、
４
人
体
制
の

週
休
２
日
で
運
営
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。比
べ
て
み
る
と
、

時
津
町
の
ほ
う
が
安
定
し
た
体
制

で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
ま
ず
は
厚

生
員
の
勤
務
体
制
を
週
休
２
日
に

で
き
な
い
の
か
。

■ 

課
長　

厚
生
員
か
ら
話
を
聞

い
て
い
る
が
現
在
１
日
６
時
間
、

週
６
日
勤
務
を
１
日
７
時
間
、
週

５
日
勤
務
で
ど
う
か
と
の
提
案
も

し
た
が
10
人
の
厚
生
員
の
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

■ 

議
員　

特
定
事
業
主
行
動
計

画
に
お
い
て
女
性
管
理
職
登
用
率

20
％
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

町
職
員
の
男
女
構
成
比
で
女
性
が

38
・
３
％
い
る
中
で
、
目
標
を

20
％
に
設
定
し
て
い
る
根
拠
は
何

か
。

■ 

総
務
課
長　

国
の
第
４
次
男

児童館の運営体制の強化は

パートを増員して対応している
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

児童館　職員の処遇改善を

来年度より人道橋設置事業着手予定

答 問
女
性
管
理
職
20
％

目
標
の
根
拠
は

国
か
ら
示
さ
れ
た

も
の
で
設
定

答 問
定
林
橋
人
道
橋
の

整
備
は
ど
う
す
る

来
年
度
着
手
に
向
け

県
へ
要
望
済
み
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別
計
画
は
自
治
会
が
行
う
こ
と
に

な
る
の
か
。

■ 

課
長　

自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。

■ 

議
員　

土
地
所
有
者
不
明
問

題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

■ 

町
長　
課
税
上
の
問
題
な
ど
、

現
時
点
で
は
支
障
は
な
い
。今
後
、

協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。
他
自
治

体
と
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

自
治
会
加
入
率
向
上

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

■ 

総
務
部
理
事　

加
入
促
進
調

査
研
究
会
を
毎
年
開
き
、
検
討
は

し
て
い
る
。
現
在
、
転
入
者
へ
の

自
治
会
加
入
を
勧
め
る
と
と
も

に
、
同
意
者
に
関
し
て
は
自
治
会

長
に
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

や
ら
さ
れ
感
、
負
担

感
な
ど
で
加
入
を
し
な
い
人
も
い

る
と
聞
く
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
出
て
い
る
の
か
。

■ 

理
事　

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な

い
。自
治
会
活
動
に
関
心
が
な
い
。

役
員
に
な
り
た
く
な
い
。
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
仲
間
、

知
り
合
い
が
増
え
た
と
い
う
声
も

あ
る
。

■ 

議
員　

自
治
会
関
係
の
各
種

団
体
に
対
す
る
補
助
金
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

■ 

理
事　

自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
に
20
万
円
。

■ 

生
涯
学
習
課
長　

地
域
公
民

館
連
絡
協
議
会
に
44
万
１
千
円
。

■ 

福
祉
課
長　

老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
４
０
２
万
７
０
７
２
円
。

■ 

議
員　

そ
の
中
で
、
役
員
研

修
が
あ
る
が
、
成
果
は
出
て
い
る

の
か
。
出
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

他
の
使
い
道
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

■ 

総
務
部
理
事　

自
治
会
長
会

の
場
合
、
現
地
で
こ
そ
体
感
で
き

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
続
け
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

補
助
金
頼
み
の
自
治

会
は
活
動
が
限
ら
れ
る
。
公
民
館

の
新
築
・
改
築
へ
の
対
応
も
あ
る
。

成
果
の
出
な
い
研
修
が
あ
れ
ば
、

そ
の
お
金
を
回
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

理
事　

各
自
治
会
、
地
域
性

が
あ
る
。
実
情
に
応
じ
た
対
応
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

■ 

議
員　

公
民
館
の
借
地
料
を

支
払
っ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
と

聞
く
が
何
カ
所
か
。

■ 

理
事　

４
カ
所
あ
る
。

■ 

議
員　

単
体
の
組
織
に
こ
だ

わ
ら
な
け
れ
ば
、
補
助
金
も
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
に
よ
り
、
借
地
料
が
掛

か
る
自
治
会
に
半
分
で
も
補
助
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

■ 

理
事　
各
目
的
に
沿
っ
て
活
動

し
て
も
ら
っ
て
い
る
た
め
難
し
い
。

毎
年
、
補
助
金
に
関
し
て
は
、
書

類
提
出
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

自
治
会
に
依
頼
し
て

い
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別

計
画
」
の
見
直
し
・
更
新
の
時
期

を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

福
祉
課
長　

見
込
み
は
立
て

て
い
な
い
。

■ 

議
員　

今
後
、
更
新
時
の
個

答 問
土
地
所
有
者
不
明
問
題

の
現
状
は

課
税
上
な
ど
の

問
題
な
し

補助金頼みの自治会への対応は

地域性など実情に応じた対応を
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

必要なところに、必要なお金を

土地所有者不明問題は将来的な課題です
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■ 

議
員　

県
道
33
号
線
高
田
郷
付

近
の
渋
滞
解
消
の
対
策
は
あ
る
か
。

■ 

町
長　

長
崎
南
北
幹
線
道
路

が
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
事

業
化
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

補
助
的
な
道
路
の
整
備
、
信
号

機
の
タ
イ
ミ
ン
グ
変
更
な
ど
で
対

応
し
た
い
。

■ 
議
員　

取
組
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

協
議
は

行
っ
て
い
る
が
、進
ん
で
い
な
い
。

■ 

議
員　

渋
滞
の
要
因
の
一
つ

に
、
大
型
工
事
車
両
の
通
行
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　
高
田
南
土
地
区
画
整
理

事
業
車
両
が
10
台
、
池
山
土
地
区

画
整
理
事
業
が
12
台
、
土
砂
の
排

出
で
通
行
し
て
い
る
。
土
砂
排
出

時
間
の
変
更
な
ど
要
望
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

国
道
２
０
６
号
に
繋

が
る
、
高
田
越
中
央
線
を
一
方
通

行
に
で
き
な
い
か
。

■ 

町
長　

地
元
要
望
な
ど
が
あ

れ
ば
、
関
係
機
関
に
申
請
し
、
警

察
な
ど
の
調
査
で
判
断
さ
れ
る

が
、
現
状
は
交
通
の
要
所
で
困
難

な
事
案
と
思
う
。

■ 

議
員　

試
験
運
行
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
へ
の
住
民
の
要
望
は
あ
る
か
。

■ 

町
長　

利
用
者
の
声
は｢

満

足
し
て
い
る｣

「
運
行
時
間
な
ど

を
改
善
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声

が
あ
る
。

■ 

議
員　

ル
ー
ト
や
時
間
の
変

更
の
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

要
望
に
応
え
、
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
見
直
し
た
い
。

■ 

議
員　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
地

域
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

■ 

町
長　

現
状
は
試
験
運
行
地

域
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
を

し
て
い
き
た
い
。
拡
大
は
考
え
て

い
な
い
。

■ 

議
員　

介
護
保
険
で
の
住
宅

改
修
事
業
に
、
国
の
通
達
が
出
さ

れ
た
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

30
年
８
月
１
日
以
降

の
申
請
分
か
ら
、
複
数
の
住
宅
改

修
の
事
業
者
の
見
積
も
り
を
取
る

よ
う
説
明
し
、
提
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

■ 

議
員　

国
の
通
達
で
は｢

利

用
者
に
対
し
説
明
す
る
こ
と｣

が

義
務
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の

見
積
も
り
は
条
件
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

■ 

介
護
保
険
課
長　

複
数
事
業

者
の
見
積
も
り
は
条
件
で
は
な

い
。

■ 

議
員　

法
律
に
も
条
例
に
も

条
件
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

健
康
保
険
部
長　

国
の
通
達

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

公
共
管
理
用
地
の
草

払
い
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
。

■ 

町
長　

町
道
や
公
園
の
樹
木

剪
定
は
、
年
２
回
。
前
期
後
期
に

各
１
回
ず
つ
対
応
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

学
校
の
通
学
路
は
毛

虫
が
発
生
す
る
時
期
な
ど
に
で
き

な
い
の
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

要
望
が
あ

れ
ば
対
応
し
た
い
。

■ 

議
員　

高
田
川
の
雑
木
も
景

観
上
良
く
な
い
。
県
管
理
だ
が
対

応
で
き
な
い
か
。

■ 

課
長　

協
議
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

高田郷付近県道の渋滞解消を急げ

渋滞解消対策を検討している
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
公
共
管
理
用
地
の

草
払
い
を
定
期
的
に

要
望
に
応
え
て

行
い
た
い

答 問
住
宅
改
修
は

複
数
見
積
も
り
が
条
件
か

条
件
で
は
な
い

渋滞なんとかして

草刈りが望まれる高田川
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ラ
ー
が
故
障
し
、
浴
場
の
利
用
が

で
き
な
い
状
態
が
長
く
続
い
た
。

町
民
か
ら
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
」
と
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。
町

は
９
月
に
入
浴
施
設
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
が
、
そ

の
や
り
と
り
を
聴
く
と
、
住
民
と

行
政
と
の
間
で
社
会
教
育
、
社
会

教
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

食
い
違
い
が
あ
る
と
感
じ
た
。
社

会
教
育
の
目
的
、
社
会
教
育
施
設

の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

■ 

教
育
長　

町
民
が
集
え
る
施

設
を
利
用
し
、
誰
も
が
生
涯
学
習

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
人
と
人
が
出
会
い
、

地
域
の
交
流
が
で
き
る
場
だ
と
考

え
て
い
る
。

■ 

議
員　

上
長
与
公
民
館
入
浴

施
設
の
方
向
性
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。

■ 

教
育
長　

社
会
教
育
施
設
、

学
校
教
育
施
設
に
多
額
の
経
費
が

か
か
る
の
で
、
住
民
に
は
廃
止
す

る
こ
と
を
伝
え
た
。

■ 

議
員　

小
中
学
生
の
通
学
荷

物
が
重
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
出
て

い
る
。
中
学
生
は
総
重
量
が
10
㎏

を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

こ
れ
は
一
般
的
な
１・
５
Ｌ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
換
算
す
る
と
、

７
本
以
上
を
バ
ッ
ク
に
詰
め
登
校

し
て
い
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
登

校
に
30
分
以
上
要
す
る
生
徒
は

疲
労
で
学
習
意
欲
が
低
下
し
な
い

か
、
ま
た
、
発
育
に
影
響
は
で
な

い
か
気
が
か
り
で
あ
る
が
、
対
策

を
と
る
考
え
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

通
学
の
負
担
を
考

慮
し
適
切
な
配
慮
を
す
る
よ
う
県

か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。
本
町
は
以

前
よ
り
負
担
と
家
庭
学
習
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
指
導
し
て
お
り
、
現

在
の
方
策
を
継
続
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

■ 

学
校
教
育
課
長　

検
討
は
し

て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

28
年
12
月
議
会
、
29

年
３
月
議
会
、
12
月
議
会
で
、
経

済
的
に
困
難
な
家
庭
へ
の
就
学
援

助
の
一
つ
で
あ
る
入
学
準
備
金

を
、
制
度
の
趣
旨
に
合
致
す
る
よ

う
、
入
学
準
備
期
に
支
給
す
べ
き

と
提
案
し
て
き
た
。
30
年
９
月
議

会
に
、
準
要
保
護
の
入
学
準
備
金

を
年
度
前
に
支
給
す
る
予
算
が
計

上
さ
れ
た
が
、
要
保
護
の
世
帯
も

年
度
前
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

■ 

町
長　

準
要
保
護
世
帯
は
31

年
入
学
者
分
か
ら
年
度
前
に
支
給

す
る
よ
う
変
更
し
た
。
要
保
護
世

帯
は
、
以
前
か
ら
入
学
前
の
３
月

に
支
給
し
て
い
る
。

■ 
議
員　

上
長
与
公
民
館
の
入

浴
施
設
「
い
こ
い
の
場
」
の
ボ
イ

重すぎる通学カバンの対応を

現状継続だが検討はしていく
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
上
長
与
の
入
浴
施
設

ど
う
な
る

廃
止
す
る

答 問
要
保
護
世
帯
の

入
学
準
備
金
は

以
前
よ
り
３
月
支
給

登校するだけでヘトヘトだよ
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　「
師
は
鐘
の
ご
と
し
　
大
鳴
り
小

鳴
り
は
　
そ
の
撞
く
人
の
力
に
由
る

ま
で
な
り
」と
の
先
人
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
。４
年
間
町
民
み
な
さ
ま
と

の
約
束
に
向
け
て
、私
達
は
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、評
価
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、健
康
で
幸

せ
な「
幸
福
度
日
本
一
」に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。今
後
も

ご
指
導
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
町
制
施
行
50
周
年
の
節

目
の
年
で
す
。議
会
広
報
に
つ
い
て

も
新
た
な
視
点
か
ら
の
取
り
組
み

が
必
要
で
し
ょ
う
。今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（

吉
岡
　
清
彦
）

委 

員 

長
　
饗
庭
　
敦
子

副
委
員
長
　
堤
　
　
理
志

委
　
　
員
　
浦
川
　
圭
一

　
　
　
　
　
中
村
　
美
穂

　
　
　
　
　
安
藤
　
克
彦

　
　
　
　
　
分
部
　
和
弘

　
　
　
　
　
吉
岡
　
清
彦

　
　
　
　
　
竹
中
　
　
悟

編
集
後
記

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。
たくさんのご意見ありがとうございました。

傍聴席から 12月議会の傍聴者は

延べ でした53人

　今回も同一項目の質問を提案している議員が複数います
が、事前に判っているのであれば先番質問者が一括するな
り、議員間で調整して代表を決めるかして、まとめられない
のですか。　　　　　　　　　　　　　  （70代　男性）

　議員の質問状は事前に町に提出されているはずなのに、
調べていないので把握していないとの回答があり、驚いた。
質問に対する回答はしっかり調査し対応してほしい。

  （40代　男性）
　国が変わらなければ町が変わらないという考えがおかし
い。他の市町に遅れを生じる。進んだ町政を望むなら最優先
で導入すべき。　　　　　　　　　　　  （50代　男性）

　全体的な考え方は分かったのですが、再質問について
は、より具体的な、（例えば施設名をあげて、調べられて）
質問をされれば、もっと内容のある具体的な答弁になり、
議論が深まったのではないでしょうか。同じような答弁の
繰り返しで議論が物足りないと感じました。

（60代　女性）

か
ね

よ

つ

168
No.

次の定例会は 開会の予定です。 傍聴をお待ちしています。3月５日（火）

寸志・慶祝など

香典（生花スタンド）

その他（見舞金・負担金など）

27,000円

35,080円

7,080円

（4件）

（3件）

（2件）

69,160円支出合計 （9件）

議会情報を発信中！コメントをお待ちしております。

をよろしく
お願いします。

https://www.facebook.com/nagayochogikai

いいね！

ＱＲコード

現在
（１２月末）

30年10月1日から12月31日までの
総額と件数

4２１名
議長交際費
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